
 
 

 

 

 

 

 

 

地域の特性を活かした教育活動を、生涯学習の視点から効果的・効率的に展開し、 

社会教育主事有資格者教員をはじめ、地域連携の中心となる教員を明確化しながら、 

地域連携に関する学校内外の体制整備を行い、地域に根ざした特色ある学校づくりを 

目指していただくため、４月から「地域連携教員」制度が始まります。 
 

 

 

 

 

 

 

【地域連携教員】 

 

 

 

 

 

 

  

       

スタートする「地域連携教員」制度についてご理解いただけるよう、上都賀教育 

事務所としては、情報の提供や研修（地区地域連携教員等研修会）〔昨年までの地区 

生涯学習担当者等研修会〕等の充実に努めて参りたいと思います。 
 

 

「地域で子どもの力を引きだそう！」というテーマで、２月 10 日（月）鹿沼市菊沢コミュニ

ティセンターにて開催しました。全体会では小学生・中学生・高校生を中心とした活動事例から

学校以外での子どもたちの活動の  【事例発表者】 

様子や大人の関わり方・仕掛け方 

について学びました。 

 また、分科会では子どもたちの    

活動を通してもたらされる、いろ 

いろな効果や大人の熱い思いなど                                          

を発表者から聞かせて頂き、とて 

も充実した研修会となりました。  こどものまちミニかぬま     壬生町生涯学習課  作新学院高等学校                                                         
御地合直美氏 宮園幸雄氏     鈴木正俊 氏    森 照代 氏  
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◆何をするの・・・ （具体例） 

○地域との窓口になる。         

○地域と連携した活動の計画を作る。              

○校内での地域と連携した活動の支援。等  

◆研修会は・・・ （会場） 

○第１回 5 月 13 日(火) 全員必須（教育会館） 

○第 2回 ９月 29 日(月)社会教育主事有資格者教員以外必須（総教センター）

○第 3回 2 月 27 日(金) 希望参加（総教センター） 

※県教育委員会主催の研修会を実施します。 

 

◆校内の体制は・・・            

○校務分掌に「地域連携係（生涯学習係）」  

を設置していただきます。 

◆どんな効果が期待できるの・・・ 
  ○「地域に根ざした特色ある学校づくり」が推進できる。 

  ○子どもたちの「生きる力」の育成につながる。 

  ○教育活動の充実と経常的な活性化になる。 

  ○担当者が明確になり、地域の支援が効率的に行われるようになる。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１分科会】 

○「こどものまちづくり活動」 

民間の有志が取り組んでいる、『子どもたちのための子ども 

たちの手によるまちづくり』こどものまちミニかぬまの紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２分科会】 

 ○「中学生の地域活動」  中学生が地域社会で住民と関わり合いながら、活躍で 

きる体制づくりに取り組んでいる『壬生町教育委員会』 

の事例紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第３分科会】 

○「高校生のボランティア活動」 

作新学院のボランティアセンターが担っている役割や高校 

生が小学校や地域で行っているボランティア活動の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

                              

 

 

３月１日(土)日光市中央公民館で開催され

ました。学校支援ボランティアの「藤原中学校

学校みがき隊」をはじめ３つの団体による活動

紹介や、「日光学・きらりびと養成講座受講者」 

による湯西川地区の歴史や食文化についての 

学習成果の発表が行 

われました。 

市民の自主的な活 

動に参観者から惜し 

みない賞賛の拍手が 

贈られました。 

 

 

とても為になりました。 

今後のお仕事のヒントをたくさん

いただきました。（県市行政職員） 

 

行政、学校、関わるものがひとつにな

って行うことが大切だと思いました。 

頼もしい中学生です。 

（地域コーディネーター） 

 

小学生の時の体験が、高校生にも生

きていくとの事でしたので、積極的に

関わっていけたら…と思いました。

（学校支援ボランティア） 

 

社会教育は「しかけ」と恩師から聞いて

います。あとは楽しくやること。そうい

う事例と感じました。（中学校教職員） 
 

「高校生はボランティア活動をとおして生活の中で学び

直しをする」とおっしゃっていました。私自身（大人も）

も学び直しをすると思いました。（学校支援ボランティア） 

 

人とのつながりと意欲から、これだけす

ばらしい実践がされるのかと驚きまし

た。授業で行事で地域で少しでも生かし

ていきたいと思います。（小学校教職員） 

「ミニかぬま」知りませんでした。

クラスの子がいつもより楽しそう

に映っていたのでとてもいい活動

なのだと思います。（小学校教職員） 

 

中学生の時の地域との関わり

合いを、できるだけもてるよう

にできたらよいと思います。

（学校支援ボランティア） 

ミニかぬまの事例をもとに、学校の諸活動においても、

児童を主役とした諸活動を大人である教師がバックアッ

プしていけるよう考えていきたいです。（小学校教職員） 

鹿沼市生涯学習課では、市内中高年を対象に

「地域デビュー講座（7回シリーズ） 第 2弾 

～城跡から知る！戦国時代の鹿沼～」を開催

しました。 

講座終了後には、受講者同士でグループを組 

織化することになり、 

「のろしの会」が立ち 

上がりました。 

この会の、これから 

の活動が楽しみです。 

日光学まつり・生涯学習フェスタで発表 

  


